
「⼈に注⽬した『臨済録』⼀無位の真⼈についての考察」 
                           ⼤徳寺派竺園寺 渡邊恭⼭ 
 『臨済録』において、最も知られ象徴となる⾔葉に「無位の真⼈」がある。 
「上堂。云く、⾚⾁団上に⼀無位の真⼈有って、常に汝等諸⼈の⾯⾨より出⼊す。未だ証拠
せざる者は看よ看よ。」 
『臨済の基本思想』において、鈴⽊⼤拙⽒は、「臨済録に展開せられる思想の中⼼は実に⼈
の⼀字でその宗旨を確⽴させた。」と⾔う。 
 臨済禅師は、なぜにそれまでの「仏」ではなく「⼈」が使われているのかを本稿にて考察
したい。 
 まず「真⼈」とは、『禅学⼤辞典』には、何ものにも囚われない真の解脱⼈、荘⼦の真⼈
に基づくとある。 
 福永光司著『荘⼦』において、真⼈とは、⼈間の中の究極的な⼈間であり、⼈間を超越し
た⼈間である。流転変化の世界の道理を知り、その世界と⼀つになって遊び、あるがままの
世界をあるがままに⾒て、何ものにも囚われることなく拘ることなく⾃由⾃在に⽣きると
⾔う。 

しかし、『臨済録』において「無位の真⼈」は、私たち皆にいると⾔う。 
究極的⼈間、超越した⼈間、阿羅漢、解脱という⼈としての最⾼位では無くても皆の⾁体に
いると⾔うのだ。 
「無位の真⼈」は、「眼にはたらけば⾒るといい、⽿にはたらけば⾹を齅ぎ、⼝にはたらけ
ば話し、⼿にはたらけば捕まえ、⾜にはたらけば歩き⾛ったりする。」と⼼のはたらきとし
て、全ての世界を貫いている⼈の⼼のはたらきなのだと『臨済録』では⾔う。 
 ⼼のはたらきには、煩悩も含まれるだろう。 
『臨済録』においては、三⼤煩悩の貪瞋痴を「貪は欲界」、「瞋は⾊界」、「痴は無⾊界」であ
り、「我が屋裏の家具⼦」だと⾔う。 
つまり、煩悩も我が⼼のはたらきであり、「無位の真⼈」なのだ。 
『臨済録』においても「⼼地の法を説く。便ち能く凡に⼊り聖に⼊り、浄に⼊り穢に⼊り、
真に⼊り俗に⼊る」と⾔う。 
聖だけでも浄だけでも真だけでも無いのだ。⼀⽅に偏らず⼼全てが「無位の真⼈」なのだと
⾔うのだ。 
 私たちは、⼈全てに具わる⼼のはたらきを「無位の真⼈」と⾃省できるのだろうか。 

禅において「⾃省」とは、内観や⾃省によって⼼性の本源を悟ろうとすることだ。 
『臨済録』では「無位の真⼈」を⾃省するには、「真正の⾒解を求めんことを要す」と⽰す。 
その妨げになるのは「病。不⾃信の処に在り」と⾔い、「念念馳求の⼼」を⽌めれば祖仏と
違わないと⾔う。 

「真正の⾒解」とは、法を聴いている「無依の道⼈」であり、これは、「諸仏の⺟」であ
ると教えてくれる。 



⾃らの⽿を使い法を聴いている⼈が何にも依りかかっていない事、⾃らを省みて、本来の⾃
⼰に⽴脚点を求める事が「真正の⾒解」であり、諸仏の原点となり「無位真⼈」を⾃省する
道となるのだ。 
 ⾃らを省みて出会う⾃⼰本来を「本来の⾯⽬」と⾔う。 

⼤徳寺の開⼭様、⼤燈国師は、花園法皇や後醍醐天皇などに帰依をされていたが、その花
園法皇の后様に、禅を指導された事が『仮名法語』に記されている。 
 ⼤燈国師は、禅の初⼼者には、坐禅を専⼀に「本来の⾯⽬」を⾒るものであると指導され
ていた。 
 「⽗⺟未⽣以前」とは、⽗⺟がまだ⽣まれる前の⾃らが⼈の形を成す前ということだ。 
 「本来の⾯⽬」とは、もともとの顔かたちという事である。 
そして、もう⼀つ、「⾯⽬」には「あり様」という意味もある。 
つまり、「本来の⾯⽬」とは、「根源の在り様」という意味にも取れる。 
 つまり、「⼈間になる前の⾃分の根源の在り様は何なのか」という問いかけになる。 
⼤燈国師は、それを「虚空のようなもの」と⾔う。 
「虚空」とは、『禅学⼤辞典』では「般若の実体。天空」とあるが、『広辞苑』には、「そら。
⼤空」ともある。 
芥川賞作家で禅僧の⽞侑宗久師は、『「いのち」のままに』のあとがきに、「サテイ」（気づ

き）の主体を「私」という「雲」の遥か上空の「天空」とか「⻘空」と表現した。 
【普段の「私」は「雲」ですが、瞑想する主体はあくまでも深くて広くて変わらない「⻘空」
なのです。「いのち」に宿った暫定的な「私」を消すことは、「⻘空」に「雲」がなくなるよ
うなものです。 
いや、どんな雲が浮かんでいても⻘空は気にしていない、と⾔ったほうがいいでしょうか。】 
と書いている。 
 ⼤燈国師が、花園法皇の后様に⾒るように指導された「⽗⺟未⽣以前、本来の⾯⽬」とは、
坐禅和讃』で⽩隠禅師が、説かれた「この⾝即ち仏なり」の「仏」そのものであろう。 
「仏」そのものである私たちの根源の在り様とは、⼤燈国師の⾔う「虚空のようなもの」な
のだろう。 
「虚空」とは、実体が無い。 
実体は無いが、雲が湧き、⾬などが降り、台⾵すらある。⻘空は、雲でも嵐でも何ものでも
受け⼊れるのだ。 
妄想分別の雲が湧いてもそれに囚われることがなくなれば、雲の上には、⻘空いっぱいの晴
れがある。 
⽞侑宗久師は、「私」という意識の念を「雲」であると⾔う。 

それならば、⻘空の「私」から⾒てしまえば、「どんな雲が浮かんでいても⻘空は気にして
いない、と⾔ったほうがいい」と⾔うのだ。 

⼤きな⻘空を「私」にしてしまえば、どんな⿊雲のような「我的⼼」の私が浮かんでいて



も気にする必要はないということだ。 
 「仏」とは、聖であり、浄であり、真である。あたかも雲⼀つ無い⻘空の如くに感じてい
るのが私たちではなかろうか。 
⼈の性として、煩悩の我的⼼から⻘空の「仏」の⻘空を求めてしまわないだろうか。 
『臨済録』では、そんなことは無いと⽰しているのだ。真っ⿊い雲であろうが、⾬が降ろう
が、台⾵が吹き荒れようが、空である事は間違いない。「無位の真⼈」なのだ。私の⼼なの
だ。 
煩悩の⾬⾵の嵐であろうが、それを含めて何⽋けるところもなく「無位の真⼈」であり、そ
の雲があるから、晴れれば⻘空が広がるのだ。 
⼈の煩悩があるから、そこに菩提への道が開けるのだ。 
だから、『臨済録』においては、仏を求めるのではなく何⽋ける事も無く全てが具わってい
る⼈を⾃省する道を⽰している。 
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